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１　はじめに
　創価大学教職大学院での１年間は、自分自身が実践してきた教師としての取組を理
論的な視点や学術的な考え方から見つめ直し、自身の考え方やこれからの在り方を再
構築することができた。あれから 10年。修了後、学校現場の教員ではなく教育行政
や教育管理職を行ってきた中で、教職大学院での学びが生かされているという実感は、
自分自身の中で紛れもなく事実として残っている。今回設立10年を迎えた創価大学教
職大学院の総会にあたり、１期生として学んだことが原点となり、大学院修了以降の
自分の変化について改めて考察し、実感してきたことの振り返りを報告する。
　
２　大学院での学びの意義
　５年生の担任から始まった 13年間、道徳主任や教務主任を行いながら主幹教諭と
して学校全体を運営する中で、指導主事として教育行政に進もうとしていたため、教
職大学院への 1年間の派遣研修は青天の霹靂であった。当時は週５日制・２学期制の
導入、特色ある学校教育の推進、保護者・地域の要請等を 900人いる大規模校の教務
主幹として、次から次へと押し寄せる教育課題の対応を行っていた。そのため自分自
身の成長や力量形成を振り返ることなく、自身の変化に気付くことがなかった。
　教職大学院で学ぶことの意義として、第１としてあげたいことは自分自身の実践を
見つめ、理論を通して客観的に振り返る「学び直し」ができることである。
　「教員研修実務研究」（※授業科目名は当時の名称を使用する）において４月15日の
院生同士での意見交換が白熱した場面があった。「話し合いではなく果たし合いになっ
ている」「自分が話す分、他の人の話す時間を使ってしまっている」ことを教授より
指摘された。気が付かないうちに自分自身が慢心していることを知り、慈愛の大切さ、
何が正義か、“姿勢”や“心構え”について見直すことができた。「教育実践力育成のた
めの理論と方法」では、現在の教育課題について考える中で、児童一人一人に視点を
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当てることよりも制度全体の在り方や法の整備など自分の考え方が法治的な方法に向
いてしまう特性があることに、リーダー同士の話し合いで気付くことができた。
　第２として教育に関する感性を磨くことができることである。今回の平成29年３月
に告示された学習指導要領では、前文として次のような文章が示された。
　「（一部抜粋）これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を目指しつ
つ，一人一人の児童が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価
値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，
豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるようにすること
が求められる。」
　このような前文は最近の学習指導要領には示されていなかったことと、前文に“一
人一人の児童” “多様な人々と協働”が強調されていることに気付くことができた。こ
れは「学習指導要領とカリキュラムづくり」で昭和22年の試案からの変遷をじっくり
と学ぶ中で、社会からの要請や学習指導要領の改訂に対する視点を知り、感性を磨く
ことができたからである。
　第３に教育の本質について学び直しができることである。現職では目の前にある教
科書や指導計画など学習内容をこなしていくことに精一杯であった。そのため、教育
基本法に示してある「教育は、人格の完成を目指し」という目的や今学習しているこ
とが児童一人一人のどのような学びにつながっているかについて、「人間教育実践分
析研究」で考え直すことができた。さらに「個に応じた指導とカリキュラムづくり」
では、「何を知りたくて、何に悩んで、何に満足できるのか。この個を分析すること
を本質まで深く追究する」という一人一人に焦点を当てることが生きる意味につな
がってくるという、今まで自分自身が考えていなかった教育の在り方について認識を
深めることができた。
　これらの「自分自身の振り返り」「感性の洗練」「教育の学び直し」は、現場から離れ、
理論的な視点に基づいて自分の実践を客観的に見直すことができるという教職大学院
だからこそできる学びである。自分にとってこの「学び直し」が自分自身の専門家と
しての新たな教職人生の原点となることができた。
　
３　職務で生きた学びの軌跡
　大学院修了後、私は次のような職務を経験してきた。
　　・平成21 年４月～（３年間）　教育委員会　指導主事
　　・平成24 年４月～（３年間）　公立小学校　副校長
　　・平成27 年４月～（２年間）　教育委員会　統括指導主事
　　・平成29 年４月～　　　　　 公立小学校　校長
　その時々の職務の中で、教職大学院の学びが様々な場面で生かされている。その職
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務で生きた学びについて、改めて振り返ることとする。
（１）指導主事の職務に生かされた学び
　指導主事の職務は、主に次のように多岐にわたっている。
①教育課程の受理…………教育課程の届け出を受け、内容を指導し、承認する。
②学校への指導・助言……学校を訪問し、授業や行事等について指導・助言する。
③研修の企画・運営………教員研修の企画・運営や研究会の講師を行う。
④教育関係の資料作成……行政刊行物の教育関係の編集や執筆や資料収集を行う。
⑤保護者等の苦情対応……学校の苦情に対する対応や改善に向けて学校へ助言等を行う。
⑥事故発生時の対応………事故の的確な対応や関係機関等の連携等の学校の支援を行う。
⑦議会の資料作成…………議事が適正に進行されるよう教育に関する資料を作成する。
⑧調査・研究………………教育情勢や統計等の資料を作成し、学校へ情報提供を行う。
　これらの職務について、指導主事は迅速かつ的確な対応が求められる。「教育行政・
学校経営の現状と課題」では、具体的に各教育委員会が通知した交通事故の未然防止
の通知文を示し、発行日等の比較・分析を通して、対応する早さによって学校が行う
児童への伝え方が変わることを話し合った。このことによって何か起きた時にすぐに
対応するという危機意識をもつ感性の必要性を学ぶことができた。この学びによって
実際に指導主事として行ってきた職務の中で、行方不明児の学校対応の後方支援や不
審者対応、そして東日本大震災発生時の各学校の集団下校の安全確保の体制構築等で
生かすことができた。
　また当時、初任者教員の育成のために毎月７回、学校を訪問し若手教員の授業観察
と指導・助言を行っていた。大学院で学ぶ前の自分は、授業のねらいを達成するため
の手立ての適時性を結果のみで分析をしていた。教職大学院で学んだ「個に応じた指
導とカリキュラムづくり」「学校カリキュラムとそのデザイン」等で行った逐語記録
の作成や分析の学びを生かし、実際の授業観察で個の学びを明らかにして授業の指
導・助言を行うための授業観察記録表（図１）をＡ３の用紙で作成し、活用した。
　記入方法は、授業の１分間を１行で記録する。学習形態の項目は、全体指導は「全」、
グループ学習は「グ」、個別学習は「個」等と記入する。教師の発問や問いかけ等は
教師の働きかけ・動きの項目に、できるだけ逐語記録をする。また、子どものつぶや
きや発言を、下部の座席表に番号を振りながら、子どもの学習状況の観察記録に逐語
記録し、集中しているかどうかを参加度の欄にチェックする。授業を観察しながら、
気になったことや授業者に確認したいことなどを授業検討視点の欄にメモとして記入
し、授業後の指導・助言で活用する。その他の欄については、活用した教材等、必要
に応じて記入する。
　この授業観察記録表を活用することで、45分間の授業全体を視覚的に表すことが
でき、教師主導型の授業では教師の働きかけの欄が、児童主体型の授業では児童の学
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習状況の欄が文字でいっぱいになる傾向があることが理解できる。また、座席表で教
師の机間指導の歩き方や教師の話し方等気付きにくい癖を指摘することができる。さ
らに、教師の発する言葉一つ一つがどの児童にどのような影響を与え、児童の学びの
深まりにつながっているかを分析することができ、授業改善に役立てることができた。
現在の学校では、校内研究の分析資料の一つとして校内の教員が進んで活用するよう
になった。
（２）副校長の職務に生かされた学び
　副校長の職務については、東京都が示している校長・副校長等育成指針に次のよう
に示されている。
「管理職として、学校全体を見通した課題設定、課題解決力が必要になるため、
全体にかかわる学校経営目標の達成の能力育成を重視する。また、学校事故等に
直接対応することや地域住民と折衝する機会が増大することから危機管理力等の
 
ࠝ ᅗ㸯㸸ᤵᴗほᐹ グ㘓⾲ ࠞ 〔図１：授業観察　記録表〕
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育成と地域人材を活用する力の育成を重視する。」
　現在の小学校では、団塊世代が退職し、中堅教員も少ないことから、若手教員の増
加に伴うリーダーや若手教員の育成が大きな課題となっていた。実際に赴任した小学
校でも、本校しか経験していない若手教員が半分以上という状況であった。そのため、
指導主事時代同様に授業観察を行ったが、大きな違いは毎日顔を合わせ、日々の変化
を見ることができることである。創価大学教職大学院のよさの一つに、自分の机があ
り、リーダーの仲間といつでも話ができ、学び合いができる環境がある。当時、この
ようなおしゃべりをしたことを覚えている。「教員は子どもがいてどうだということ。
授業にしても若手育成にしても、子どもを中心に事実を見て､ どう考えるか。これが
柱にないとだめ。何をするにしても子ども。この軸をはずしてはいけない」。先ほど
の授業観察記録表を若手教員の授業観察でも活用した。一生懸命、無我夢中で授業を
行う若手教員。無意識に沈黙に耐えられず、言葉を発する教員の余計な一言から、子
どもの思考が変わる場面などを具体的に示すことができた。
　保護者対応でも教職大学院の学びを生かした。「児童生徒理解と生徒指導」では、
子どもは妊娠中から母親の精神状態の影響があること。その母親をサポートする父親
の重要性。そして育っていく中で両親が基軸になって育っていくことを学んだ。母親
だけではなく父親もしくは近親者も一緒に話し合う場面を作ったことで、育児の悩み
だけでなく親個人の悩みを共有することで学校の取組への理解を得て、解決に向かう
ことができた。
　さらに地域の人材を発掘し、地域と連携して教育活動に取り組むことも教職大学院
での学びを基にして行った。「キャリア教育の企画・運営と評価」「学校・家庭・地域
の連携と教員の在り方」で学んだ三鷹市のコミュニティースクールを運営する方の話
や本物に触れる体験の大切さを生かして、副校長として地域の人材活用を行った。市
の事業で行っている地域と学校をつなぐ学校運営コーディネーターの方と連携し、学
校の近所に住んでいる伝統工芸の技術者を招待し地域の伝統の学習を３・４年生が
行ったり、町の敬老会の方々による補充学習を実施したりすることができた。　
（３）統括指導主事の職務に生かされた学び
　統括指導主事は、自治体として効果的な事業を推進し学校教育の充実を図っていく
ため、指導主事の育成と小中学校の教育活動の支援と迅速な対応が職務として求めら
れている。
　指導主事や副校長時代での経験を統括指導主事として十分に生かすことができたが、
他の職種との大きな違いは議会対応であった。区の事業を推進するために区民の代表
である区議会から了承を得ることが必要である。そのために聞き取りを行ったり区議
会からの要望を聞いたりすることを行った。さらに議会は他地域のよい取組を知るた
めに、実績のある地域へ視察を行っている。そのため日本全国から区の教育施策につ
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いて視察訪問に来る方々についての対応も行うことが多かった。そこでは教育の充実
を図るために、社会の変化を敏感に読み取り、対応して教育環境を整備することを推
進している全国の議会の方々の姿を見ることができた。その様子から「これからの社
会がどうなっていくのか、その中で生きていく子供たちに学校がどのような教育を進
めていかなくてはならないか」と、改めて本来の教育とは何かを自分の中で問い続け
た期間であった。
　
　教職大学院での学びでは、「学習指導要領とカリキュラムづくり」で「教育の不易
と流行」ということを考える機会もあった。その学びを通して、「学習指導要領は子
ども？ 社会？ どっちかとは決められないと思う。少し整理が必要。理論を持つこと
が大切なのはわかる。自分にとって何が必要な理論なのか」と悩み、学習指導要領と
学校の特色を生かしたカリキュラム作成の在り方に児童を中心に添えた考え方につい
て東京都へ提出する報告書を作成したことを覚えている。
　〔報告書の一部抜粋〕
　教育課程をどのように改善していくかを考えた。この改善のために、教師は教
科のねらいと願いをもって授業に臨み、常に自身を省察し、児童の生活を立脚点
とし、児童とともに成長していくという視点をもって取り組んでいくことが大切
だと考えた。この「人間教育カリキュラム」を推進していくことによって、学校
教育目標が目指す児童像からさらに具体的な形となって教師自身の目指したい児
童像が明確になってくる。その実現のために、児童一人一人にあった身につけさ
せたい能力や取り組ませたい活動、考えさせたい生き方などが授業に反映される
ようになってくる。さらに追究し改善を進めていくと、どの教科・領域に重点を
おいてどんな単元構成で年間どのくらいの時間をかけて取り組んでいくか。また
各単元で知識・理解のねらいと生き方のねらいを明確にさせた各学校独自のカリ
キュラムが展開されるようになる。
　雑な文章ではあるが、この考え方は今でも私の中で生き続けている。教師は常に自
身を省察すること、児童の生活を立脚点としてともに成長していく視点をもって取り
組んでいくこと、それを踏まえたうえで、学校独自のカリキュラムを展開することに
ついて、さらに研究を進めていくことが必要である。
　学習指導要領の前文では、「（中略）教育課程を通して，これからの時代に求められ
る教育を実現していくためには，よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るとい
う理念を学校と社会とが共有し，それぞれの学校において，必要な学習内容をどのよ
うに学び，どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程におい
て明確にしながら，社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという，社会
に開かれた教育課程の実現が重要となる。」と示している。
　この中には「それぞれの学校において、～」とあり、改めて教職大学院での学びに
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ついて深く感銘した。合わせてこのことは、校長先生に課せられた大きな宿題である。
　
４　おわりに
　教職大学院の当時、「理論と実践の融合」というキーワードで自身の実践について、
理論を通して振り返った学びが様々な職種で生かされた。これからの教師も同じよう
に、実践したことを振り返り、仕事を通して変わってきた自分を見直す時間が必要で
ある。
　現在の教職大学院では、「理論と実践の往還」がキーワードとなっている。この４
月より校長として市立小学校の運営を行っている。校長が今までの職種とはさらに大
きな違いがあることを実感している。この 10年間行ってきたことや教職大学院の学
びが、自分の中でどのように消化、吸収され、活用されてきたか。今回の報告が、自
分にとっての学びを見直す往還となり、今後の校長の職務を全うする糧となった。
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